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To Our Shareholders株 主 の 皆 様 へ

　株主の皆様におかれましては、日頃より格別のご高

配を賜り、心より厚く御礼申し上げます。

　日頃のご愛顧に感謝申し上げますとともに、当中間

期の活動についてご報告させていただきます。

当中間期の振り返り

　当中間期におけるわが国経済は、新型コロナウイル

ス感染症に対するワクチンの普及と重症化リスクの低

減などから行動制限が緩和され、経済活動の回復がみ

られたものの、日米金利差拡大等による急激な円安と

ウクライナ情勢等の影響によるエネルギー価格や原材

料価格の上昇など、依然として先行き不透明な状況が

続いております。

　食品小売業界におきましても、業態を超えた競争が

激化する中で、相次ぐ値上げによる消費者の節約志向

の高まりや、光熱費の上昇及び人件費関連コストの増

加など厳しい状況が続いております。

　このような状況の下、当社グループは2021年度よ

り『IDEA & INNOVATIONで新たな価値をつくる』

を中期経営計画のテーマに掲げ、特にデジタル面の取

IDEA ＆ INNOVATIONで新たな価値をつくる
「食」×「デジタルテクノロジー」で次の食文化をつくりだす

り組みを強化することで刻々と変化する社会環境とお

客様のニーズへの対応に努めてまいりました。

　以上の結果、当中間期の売上高は383億18百万円

（前年同期比8.5％増）、営業利益は6億50百万円（前年

同期比3.0％減）、経常利益は6億88百万円（前年同期

比3.9％減）、親会社株主に帰属する中間純利益は4億2

百万円（前年同期比4.4％減）となりました。

代表取締役社長　樋口 勝人
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ことや観光需要喚起策「県民割」の実施により個人利用が増
加したほか、団体利用にも一部回復が見られましたが、外食
需要も含めコロナ禍以前までの回復には至りませんでした。

通期の見通し
　当中間期の売上高は、計画を上回る形で概ね好調に推移し
てまいりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響や先行
き不透明な経済状況を踏まえ、通期の業績予想につきまして
修正はございません。
　なお、通期の見通しにつきましては、現時点で入手可能な
情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや
不確実性が含まれていることをご承知おきください。
　また、今後業績予想の修正が必要となった場合には、速や
かに開示いたします。

（前期比）

売上高 768億円 （5.6％増）
営業利益 15億円 （5.7％増）
経常利益 15.8億円 （4.3％増）

親会社株主に帰属する当期純利益 9.7億円 （21.5％増）

● 2023年3月期中間
　 売上高

38,318百万円
（前年同期比 8.5％増）

● 2023年3月期中間
　 経常利益

■ 経常利益（連結、単位：百万円）   　 　経常利益率（単位：％）（連結、単位：百万円）

688百万円
（前年同期比 3.9％減） ■セグメント別概況

■ 業務スーパー事業　　■ スーパーマーケット事業　　
■ 弁当給食事業　　■ 食材宅配事業　　
■ 旅館、その他事業
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主な取り組み
　スーパーマーケット事業につきましては、相次ぐ値上げの
影響により客単価は上昇し、行動制限の緩和で買いだめ需要
が減退し集客数は伸び悩んだものの、当社の特色である非生
鮮部門の買い上げ点数は好調に推移し、売上高は増加しました。
　業務スーパー事業につきましては、前年度に6店舗出店し、
メディアで多く紹介され、地域のイベントなどの業務需要が
回復基調にある中で、企画コーナーを中心とした売場づくり、
品揃えの適正化などに取り組んだ結果、利便性の高い冷凍野
菜などが好調に推移し、売上高は大幅に増加しました。
　弁当給食事業につきましては、原材料価格や配送費の急激
な上昇を吸収すべく販売価格改定に取り組みましたが、需要
の多様化により販売食数は伸び悩みました。惣菜等の受託製
造を行う千葉工場につきましては、アイテム数と販売先が順
調に増え売上高は大幅に増加しました。
　食材宅配事業につきましては、フランチャイザーによる著
名タレントを起用したコラボ商品などの販促企画と連動し、
販促チラシのポスティングや顧客訪問の再開、Web広告によ
る宣伝活動に注力したものの、一般家庭向け食材セット販売
の新規顧客獲得は伸び悩みました。
　旅館、その他事業につきましては、行動制限が緩和された
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リアルとネットを融合し、顧客との1to1の新たな価値を目指すOcean 
DX構想の実現に向け、会員向けスマホアプリ「Oceanネットスーパー」
を『OM Channel 』にリニューアルいたします。『OM Channel』はより
ユーザーに使いやすいアプリに進化し、さらに全国の加盟店様でもご使
用いただけるプラットフォームとしても機能します。

アプリでご注文いただき自宅に配送
するサービスをまとめたChannel

オーシャンシステムの全国共通
プラットフォーム『OM Channel』

オーシャンシステムの
さまざまなサービスが「チャンネル」にまとまって、使いやすく！

全国の加盟店様で『OM Channel』のアプリや受注システムを利用可能！
加盟店様と協力し、全国へOMブランドを展開！

パーソナルデリバリーチャンネル

スーパーやレストランのテイクアウ
トサービスをまとめたChannel

テイクアウトチャンネル

キャッシュレス決済やポイントなど
のお客様のお支払いに関わる便利
なサービスをまとめたChannel

決済チャンネル

旅館、レストランへの来店予約サー
ビスをまとめたChannel

予約チャンネル

オフィスへの宅配、設置する
サービスをまとめたChannel

タブレットの導入により、ドライバーが注文内容や
配達状況などを確認・共有することができます。

スマホからお弁当や商品を注文できる。
ポイントが付与される、使えば使うほどお得なアプリ。

ビジネスデリバリーチャンネル 例えば、オフィスへの弁当宅配であれば加盟店様は当社の

「宅配事業者様向けシステムサービス」をご利用
加盟店様のお客様はスマホアプリ

「OM Channel」をご利用

ポイントや決済サービスなどもすべて『OM』ブランドに名称を統一！
当社・加盟店様が一丸となって全国にブランドを広げていきます。

お客様の「買い物体験」を豊かにしながら、
これまでの加盟店様のアナログ作業をDX、受注をデータ管理することで 業務効率を向上！

『OM』とは
オム

リアル・ネットを融合し、あらゆる接点で顧客
へ価値提供する「OMNI-Channel（オムニ
チャンネル）」の『OMNI』から由来し、Ocean 
Systemの語頭語尾である『O』と『M』を組み
合わせた新たなブランドネームです。

『OM Channel』
詳細はコチラ

Topicsトピックス
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Financial Statements連 結 財 務 諸 表

前期末
2022年3月31日

当中間期末
2022年9月30日

前期末
2022年3月31日

当中間期末
2022年9月30日

（単位：百万円） （単位：百万円）

固定資産
13,352

流動資産
7,965

現金及び預金
2,665

有形固定資産
10,411

無形固定資産
281

投資その他の資産
2,659

固定資産
12,723

流動資産
8,654
現金及び預金
3,622

有形固定資産
9,844
無形固定資産
310
投資その他の資産
2,567

流動負債
8,469

固定負債
3,686

負債
12,155

株主資本
8,796

純資産
9,162

流動負債
8,551
固定負債
3,973

負債
12,525

株主資本
8,460

純資産
8,852

資産合計
21,318

負債・純資産
21,318

資産合計
21,377

負債・純資産
21,377

当中間期
2022年4月1日～2022年9月30日

売上高
38,318

営業利益
650

経常利益
688

税金等調整前
中間純利益
659

親会社株主
に帰属する
中間純利益
402

（単位：百万円）

売上原価　29,685
販売費及び一般管理費　7,982

営業外収益　61
営業外費用　23

法人税等
257

特別損失　41
特別利益　13

当中間期
2022年4月1日～2022年9月30日

現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動による
キャッシュ・フロー
417

投資活動による
キャッシュ・フロー
△957

財務活動による
キャッシュ・フロー
△416

（単位：百万円）

現金及び
現金同等物の
中間期末残高

3,493

2,536

■ 連結損益計算書の概要 ■ 連結キャッシュ・フロー計算書の概要

■ 連結貸借対照表の概要
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Company Data Stock Information会 社 概 要 株 式 の 状 況

●外国人
216,383株

（2.00％）
●金融機関
384,100株

（3.55％）

●自己名義株式
1,419,227 株

（13.10％）

●証券会社
44,447株

（0.41％）
●個人・その他
5,659,743株

（52.24％）

●その他国内法人
3,109,100株

（28.70％）

■会社概要（2022年9月30日現在）

■大株主（上位10名）（2022年9月30日現在）

株主名 持株数 持株比率
株 ％

㈱ひぐち 2,711,000 28.80
樋口　勤 723,000 7.68
㈱第四北越銀行 359,100 3.81
オーシャンシステム従業員持株会 184,500 1.96
樋口　智明 182,200 1.94
樋口　小百合 136,000 1.44
鈴木　美花 134,200 1.43
MSIP CLIENT SECURITIES 121,700 1.29
㈱HKY 51,900 0.55
新潟酒販㈱ 50,000 0.53

（注）1.   当社は自己株式（1,419,227株）を保有しておりますが、上記大株主から
除外しております。

2. 持株比率は自己株式を除外して計算しております。

社 名

本店所在地

創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数

事 業 拠 点

子 会 社

■株式の状況（2022年9月30日現在）

発行可能株式総数 35,740,000株
発行済株式の総数 10,833,000株

（自己株式1,419,227株含む）
株主数 11,838名
単元株式数 100株

株式会社オーシャンシステム
（OCEAN SYSTEM CORPORATION）
〒955－0845
新潟県三条市西本成寺二丁目26番57号
1963年（昭和38年）　6月
1978年（昭和53年）11月1日
8億171万円
981名（連結）　893名（単体）

（嘱託・契約社員・パート・アルバイトは除く）
スーパーマーケット事業 10店舗
業務スーパー事業 56店舗
弁当給食事業
　工　場 8工場
　営業所 7営業所
食材宅配事業 17営業所
旅館、その他事業 2店舗
株式会社サンキューオールジャパン
株式会社フーディー
株式会社カワサキ

■役 員（2022年9月30日現在）

代 表 取 締 役 社 長
取 締 役 会 長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

樋 　 口 　 勝 　 人
樋 　 口 　 　 　 勤
小 　 野 　 純 　 平
杉 　 田 　 仁 　 史
山 　 田 　 秀 　 樹
長 谷 川 　 吉 　 浩
齋 　 藤 　 吉 　 弘
平 　 　 　 哲 　 也
武 　 石 　 　 　 肇
捧 　 　 　 俊 　 雄
逸 　 見 　 和 　 宏

■所有者別分布状況（2022年9月30日現在）
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https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード

①下記ＵＲＬにアクセス
②アクセスコード入力後にアンケートサイトが表示

・・・・・・以下の方法でもアンケートにアクセスできます・・・・・・

いいかぶ 検索検索検索窓から

kabu@wjm.jp ←こちらへ空メールを送信
「件名」「本文」は無記入。アンケートのURLが直ちに自動返信されます。

3096

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、アンケートへのご協力を
お願いいたします。（所要時間は5分程度です）

株主の皆様の声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から抽選
で薄謝（QUOカードPay500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの
提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。 
https://www.link-cc.co.jp
● アンケートのお問い合わせ 「e -株主リサーチ事務局」
MAIL：info@e-kabunushi.com

株主メモ 株主優待制度のご案内

事業年度 毎年4月1日〜翌年3月31日

剰余金の配当基準日 3月31日
（中間配当を行う場合は9月30日）

定時株主総会 毎年6月下旬
単元株式数 100株

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

公告方法
電子公告（http://www.ocean-system.com）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による
公告をすることができない場合には、日本経済新聞に
掲載して行います。

当社では、株主の皆様の日頃のご支援、ご愛顧に感謝の意を込めて、年2
回の株主優待制度を設けております。
【1】優待内容
毎年3月31日現在及び9月30日現在の株主名簿に記載または記録された
200株以上の当社株式を保有する株主様を対象といたします。株主名簿の
記載住所及びご所有株式数に応じて優待内容が異なります。
ご所有株式数 新潟県在住の株主様 左記以外の株主様

200株〜499株 株主ご優待券（買物割引券）
2,000円分（200円券10枚）

株主ご優待米
（新潟県魚沼産米）3kg

500株〜999株 株主ご優待券（買物割引券）
5,000円分（200円券25枚） 株主ご優待カタログギフト

1,000株以上 株主ご優待券（買物割引券）
10,000円分（200円券50枚）株主ご優待カタログギフト

【2】株主ご優待券（買物割引券）について
●ご利用方法
　‌‌1回のお買上金額1,000円以上につき、1,000円ごとに1枚（200円）ご
利用いただけます。
　※本券はたばこ、商品券、宅配便送料等にはご利用いただけません。
●ご利用可能店舗
　チャレンジャー、業務スーパー、海風亭寺泊日本海、ヨシケイ新潟、
　キラキラレストラン焼肉黒真
　（いずれも新潟県内の店舗・営業所に限ります。）
　※‌‌なお、当社直営でない一部の売場ではご利用いただけない場合がございます。
●対象株主様ご利用可能期間
　3月31日現在の株主様　　　　翌年1月31日まで
　9月30日現在の株主様　　　　翌年7月31日まで
【3】株主ご優待カタログギフトについて
所有株式数に応じ、以下のお米を含む新潟県の名産品を掲載しています。
　「500株〜999株」新潟県魚沼産米5㎏
　「1,000株以上」新潟県魚沼産米10㎏
　※設定期限内にお申し込みがない場合はお米をお送りします。
【4】贈呈時期
株主ご優待券及び株主ご優待カタログギフトは、本株主通信に同封してお
ります。
株主ご優待米は2022年11月末〜12月上旬にお送りする予定です。
なお、お米は生鮮食品ですので、お手元に届きましたら、お早めにお召し
上がりいただきますよう、お願い申し上げます。

〒955-0845 新潟県三条市西本成寺二丁目26番57号
TEL 0256-33-3987　FAX 0256-35-2573
http://www.ocean-system.com

株式に関するお手続きのお問い合わせ先

株式会社オーシャンシステム 証券コード 3096

第45期 中間株主通信
2022年4月1日から

2022年9月30日まで

●証券会社等に口座をお持ちの場合
　お取引の証券会社等へお問い合わせください。
●証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）
　みずほ信託銀行へお問い合わせください。
　　　　みずほ信託銀行‌証券代行部
　　　　ホームページ　https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html
　　　　フリーダイヤル‌0120-288-324
　　　　（土・日・祝日を除く‌9:00〜17:00）
　　　　電子提供制度専用ダイヤル‌0120-524-324
　　　　（土・日・祝日を除く‌9:00〜17:00）


